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今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
株
式
会
社
の
協
賛
を
ち
ょ

う
だ
い
し
て
お
り
、同
社
の
ノ
ア（
Ｎ

Ｏ
Ａ
Ｈ
）
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
＝
写
真

＝
が
全
国
を
巡
り
ま
す
。

　

同
車
に
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
で
骨

髄
液
を
提
供
し
た
ド
ナ
ー
が
、
ド
ラ

イ
バ
ー
か
同
乗
者
と
な
っ
て
乗
車
す

る
こ
と
が
原
則
で
、
各
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
加
盟
団
体
に
限

ら
ず
、
骨
髄
バ
ン
ク
関
係
の
事
業
を

展
開
し
て
い
る
団
体
か
ら
も
協
力
の

申
し
出
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

前
回
（
１
９
９
９
年
の
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
）
は
２
台
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
が
北
海
道
と
沖
縄
を
出
発
し
、

割
合
と
ゆ
っ
た
り
走
っ
て
か
ら
東
京

の
大
会
会
場
で
「
対
面
」
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
１
台
で
す
か
ら
、
各
都

道
府
県
に
立
ち
寄
る
の
は
予
備
日
を

除
い
て
１
～
２
日
の
と
こ
ろ
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
行
日
程
案
に
従
っ
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。
例
と
し
て
５
月
９
日
と
10

日
を
見
て
く
だ
さ
い
。
前
日
の
８
日

に
島
根
泊
ま
り
と
な
る
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
は
、
９
日
の
日
中
に
島
根
県
内

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
か
ら
、
そ

の
夜
の
う
ち
に
広
島
県
に
入
り
ま
す
。

そ
し
て
10
日
の
日
中
に
広
島
県
内
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
夜
ま
で
に
は

愛
媛
県
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
は
何
か
？　

そ
の
企

画
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
受
け
入

れ
る
各
地
団
体
に
お
任
せ
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
大

原
則
は
「
血
液
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
す

る
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
献
血

併
行
型
登
録
会
や
ド
ナ
ー
登
録
呼
び

か
け
な
ど
、
あ
る
程
度
は
限
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
１
月
の
法
施
行
に
伴
い
、
日

本
赤
十
字
社
は
「
支
援
機
関
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
大
い
に

変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
記
念
事
業

の
実
行
委
員
会
に
職
員
が
参
加
し
て

い
る
こ
と
に
も
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て

い
ま
す
し
、事
業
全
体
で
は
「
協
力
」

で
す
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
つ
い
て
は

「
共
催
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も

明
ら
か
で
す
。

　

昨
年
12
月
の
日
赤
担
当
課
長
会
議

で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
協
力
す
る
よ

う
本
社
通
達
が
出
さ
れ
て
も
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
地
団
体
の
皆
さ
ん
は

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
も
、
ぜ
ひ

血
液
セ
ン
タ
ー
と
折
衝
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
訪
問
の
際
に

血
液
セ
ン
タ
ー
に
お
渡
し
す
る
バ
ン

ク
事
業
協
力
要
請
文
書
（
仮
称
）
は

全
国
協
議
会
で
準
備
し
ま
す
。

　

前
回
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
２
台

で
し
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
走
行
距

離
は
９
０
０
０
キ
ロ
前
後
で
し
た
。

出
発
前
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
（
協
議
会
名

や
ロ
ゴ
な
ど
）
は
さ
ほ
ど
で
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
京
に
着
く
こ

ろ
に
は
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
貼

り
付
け
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ワ
ッ
ペ
ン

が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

今
回
も
協
賛
企
業
の
ロ
ゴ
な
ど
を

貼
り
付
け
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
の
「
特
注
（
有
償
）」
も
受
け

付
け
ま
す
。
大
き
さ
の
目
安
は
80
～

５
０
０
平
方
セ
ン
チ
で
、
こ
の
範
囲

内
の
天
地
左
右
の
中
に
文
字
や
図
柄

を
配
置
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
25
周
年
記
念
の
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作

成
し
ま
す
。
加
盟
団
体
に
は
す
で
に

必
要
数
を
お
尋
ね
し
て
い
ま
す
が
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
走
行
途
中
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
も
配
布
で
き
る
く
ら

い
の
個
数
は
準
備
し
ま
す
。

月/日 曜 各地団体 
イベント日 宿泊地（車）

４月24日 金 沖縄 沖縄
４月25日 土 （沖縄） 沖縄
４月26日 日 （沖縄） 船中
４月27日 月 鹿児島 鹿児島
４月28日 火 （鹿児島） 鹿児島
４月29日 水祝 （鹿児島） 鹿児島
４月30日 木 宮崎 宮崎
５月１日 金 （宮崎） 大分
５月２日 土 大分 熊本
５月３日 日 熊本 長崎
５月４日 月祝 長崎 佐賀
５月５日 火祝 佐賀 福岡
５月６日 水祝 福岡 福岡
５月７日 木 （福岡） 山口
５月８日 金 山口 島根
５月９日 土 島根 広島
５月10日 日 広島 愛媛
５月11日 月 愛媛 高知
５月12日 火 高知 徳島
５月13日 水 徳島 徳島
５月14日 木 （徳島） 香川
５月15日 金 香川 岡山
５月16日 土 岡山 鳥取
５月17日 日 鳥取 兵庫
５月18日 月 兵庫 兵庫
５月19日 火 （兵庫） 京都
５月20日 水 京都 大阪
５月21日 木 大阪 和歌山
５月22日 金 和歌山 奈良
５月23日 土 奈良 滋賀
５月24日 日 滋賀 三重
５月25日 月 三重 愛知
５月26日 火 愛知 愛知

月/日 曜 各地団体 
イベント日 宿泊地（車）

５月27日 水 （愛知） 静岡
５月28日 木 静岡 神奈川
５月29日 金 神奈川 東京
５月30日 土 東京 東京
５月31日 日 東京 東京
６月１日 月 東京 千葉
６月２日 火 千葉 茨城
６月３日 水 茨城 栃木
６月４日 木 栃木 群馬
６月５日 金 群馬 埼玉
６月６日 土 埼玉 埼玉
６月７日 日 （埼玉） 山梨
６月８日 月 山梨 長野
６月９日 火 長野 岐阜
６月10日 水 岐阜 岐阜
６月11日 木 （岐阜） 福井
６月12日 金 福井 石川
６月13日 土 石川 富山
６月14日 日 富山 新潟
６月15日 月 新潟 福島
６月16日 火 福島 福島
６月17日 水 （福島） 山形
６月18日 木 山形 宮城
６月19日 金 宮城 岩手
６月20日 土 岩手 秋田
６月21日 日 秋田 秋田
６月22日 月 （秋田） 青森
６月23日 火 青森 北海道
６月24日 水 函館 北海道
６月25日 木 予備日 北海道
６月26日 金 予備日 北海道
６月27日 土 予備日 北海道
６月28日 日 札幌 北海道

※イベント日の（ ）表示は予備日

日本縦断キャラバン運行日程（案）
25
周
年
記
念
の
日
本
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
４
月
24
日
に
那
覇
ス
タ
ー
ト

　
各
地
の
血
液
セ
ン
タ
ー
訪
問

　

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
の
「
設
立
25
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環
で
あ
る
「
日
本
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、

全
体
企
画
が
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し
た
。
4
月
24
日
（
金
）
に
那
覇
市
で
出
発
式
を
行
っ
て
沖
縄
県
内
を
一
巡
し
、
那
覇

港
か
ら
28
日
に
鹿
児
島
港
に
着
い
て
か
ら
い
よ
い
よ
列
島
縦
断
が
始
ま
り
ま
す
。
ほ
ぼ
真
ん
中
の
５
月
31
日
（
日
）

に
は
、
記
念
大
会
の
会
場
と
な
る
東
京
・
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
横
で
展
示
さ
れ
、
引
き
続
き
北
上
し
な
が
ら
６

月
23
日
（
火
）
に
は
北
海
道
に
上
陸
し
て
、
28
日
（
日
）
の
完
走
式
に
臨
み
ま
す
。

　

２
月
26
日
（
木
）、プ
ル
デ
ン
シ
ャ

ル
生
命
保
険
株
式
会
社
本
社
で
、
今

回
で
10
回
目
と
な
る
箱
根
駅
伝
で
の

骨
髄
バ
ン
ク
普
及
啓
発
活
動
に
対
す

る
寄
付
金
贈
呈
式
が
開
か
れ
、
執
行

　

患
者
さ
ん
自
身
に
よ
る
末
梢
血
造

血
幹
細
胞
移
植
採
取
時
に
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
ほ

ど
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
事
故
は

１
年
半
前
の
２
０
１
３
年
８
月
に
北

里
大
学
病
院
（
相
模
原
市
南
区
）
で

起
き
て
い
ま
し
た
が
、
病
院
と
遺
族

と
の
間
で
示
談
が
成
立
し
た
（
病
院

発
表
）こ
と
な
ど
か
ら
、公
表
に
至
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
に
な
っ

て
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
も
報
告
が
出

さ
れ
、
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
は

２
月
16
日
に
見
解
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

北
里
大
病
院
の
報
告
書
に
よ
り
ま

す
と
、
血
液
疾
患
の
60
代
の
患
者

さ
ん
が
末
梢
血
幹
細
胞
の
採
取
か

ら
３
時
間
20
分
後
に
呼
吸
困
難
を
訴

え
、
右
頸
部
の
血
腫
が
大
き
く
な

り
、
気
道
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。
複
数
の
医
師

が
対
応
し
た
も
の
の
、
急
速
に
気
道

が
閉
塞
し
、
呼
吸
停
止
・
心
停
止
と

な
り
、
い
っ
た
ん
は
蘇
生
で
き
た
も

の
の
、
低
酸
素
脳
症
と
な
っ
て
し
ま

い
、
11
日
目
に
多
臓
器
不
全
の
た
め

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

原
因
に
つ
い
て
病
院
は
①
頸
部
静

脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
際
、

誤
っ
て
動
脈
に
２
回
刺
し
た
②
ヘ
パ

リ
ン
（
抗
凝
固
剤
）
を
通
常
量
よ
り

相
当
多
く
使
用
し
た
─
─
た
め
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

末
梢
血
幹
細
胞
採
取
は
、
全
身
麻

酔
を
必
要
と
す
る
骨
髄
採
取
に
替
わ

る
造
血
幹
細
胞
採
取
法
で
、
欧
米
で

は
骨
髄
採
取
を
上
回
る
実
績
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
で
も

２
０
１
０
年
に
導
入
し
て
か
ら
、
最

近
は
徐
々
に
増
加
傾
向
（
２
０
１
５

年
１
月
末
現
在
93
例
）
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、
末
梢
血

幹
細
胞
の
採
取
は
原
則
と
し
て
「
腕

か
ら
」
と
し
て
お
り
、
ま
れ
に
鼠そ

径け
い

部
か
ら
採
取
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

こ
の
事
故
の
よ
う
な
頸
部
か
ら
の
採

取
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
禁
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
パ
リ
ン
は
使
っ

て
お
ら
ず
、
A
C
D
液
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も「
血
縁
、非
血
縁
、

自
己
を
問
わ
ず
、
末
梢
血
幹
細
胞
移

植
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
」
と

い
っ
た
声
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

造
血
細
胞
移
植
学
会
で
は
、
自
己

採
取
中
で
の
事
故
だ
っ
た
た
め
同
学

会
が
実
施
し
て
い
る
ド
ナ
ー
登
録
、

ド
ナ
ー
有
害
事
象
報
告
の
対
象
で
は

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
学
会
の
岡

本
真
一
郎
理
事
長
名
で
出
し
た
見
解

は
「
我
々
は
一
般
報
道
を
介
し
て
こ

の
医
療
事
故
を
把
握
す
る
に
至
り
ま

し
た
」
と
し
つ
つ
、「
造
血
幹
細
胞

移
植
医
療
の
安
全
性
確
保
と
い
う
視

点
か
ら
、
こ
の
事
例
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
今
後
自
家
移
植
に
関
し
て
も
、

医
療
安
全
を
確
保
す
る
方
法
の
検
討

と
啓
蒙も

う

活
動
を
開
始
し
た
い
と
考
え

ま
す
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

  

自
己
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
で
死
亡
事
故

  

バ
ン
ク
で
禁
止
の
頸
部
か
ら
13
年
８
月
に

北
里
大
病
院

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

次号からA4判に
　「全国協議会ニュース」
は、協議会が全国13のボ
ランティア団体によって
設立された1990年６月の
翌７月に創刊号を発行し
ましたが、第９号（92
年11月）から月刊となっ
て現在に連なっています。
判型も第７号まではB4
判でしたが、第８号から
一貫してA3判新聞形式
（縦組み）です。
　加盟団体の会報など、
社会の印刷物はA4判が
主流となっていますが、
協議会ニュースの判型に
ついても「変更しては？
　それに事業の性格上、
英文を利用することも多
いため横組みにしたほう
が読みやすい」といった
提案がなされてきました。
　そこで、25周年を迎え
るのを機に、第274号（４
月１日発行号）からA4
判横組みとなります。多
くの加盟団体が採用して
いるように、A3判の紙
を二つ折りにするもので、
基本は４ページです。

判　型　変　更

ノ
ア
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

日
赤
が
全
面
的
に
支
援

ス
テ
ッ
カ
ー
を
自
由
に

再
開
へ
の
期
待
ふ
く
ら
む

　

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
か
ら
寄
付

役
員
の
深
沢
ひ
と
み
さ
ん
か
ら
野
村

正
満
理
事
長
に
３
２
７
万
円
の
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
社
員
の
皆
さ
ま
と
赤
い

「
骨
髄
バ
ン
ク
」
の
ノ
ボ
リ
に
囲
ま

れ
た
中
、
大
谷
貴
子
顧
問
の
進
行
に

よ
り
、
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
が
ス
ラ

イ
ド
を
見
な
が
ら
闘
病
の
様
子
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

息
子
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
受
け
病

と
闘
い
な
が
ら
も
こ
の
春
見
事
に
難

関
高
校
に
合
格
さ
れ
た
お
母
様
。
無

菌
室
で
の
不
安
そ
う
な
ご
家
族
と
の

写
真
の
後
、
合
格
発
表
の
晴
れ
晴
れ

と
し
た
笑
顔
が
映
し
出
さ
れ
た
時
は

会
場
も
温
か
な
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

娘
さ
ん
の
移
植
の
入
院
に
よ
り
二

重
生
活
を
し
い
ら
れ
た
お
母
様
。
佐

藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
の
給
付
を

受
け
助
か
っ
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
に
な
っ
た
娘
さ
ん
が
保
育
士
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
働
く

姿
。
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
方
に

支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感

激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
だ
い
し
た
ご
厚
志
は
全
て

佐
藤
き
ち
子
基
金
に
繰
り
入
れ
、
一

日
も
早
い
再
開
へ
の
大
き
な
一
歩
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
で
骨
髄
液
を
提
供
す

る
際
の
「
ド
ナ
ー
助
成
制
度
」
に
つ

い
て
、
埼
玉
県
は
早
く
か
ら
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
吉
川
市
と
毛
呂
山
町
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
同
県
の
全
市
町
村

（
40
市
22
町
１
村
）
が
出
そ
ろ
い
ま

し
た
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
ま
と
め

で
は
、
埼
玉
県
を
含
む
全
国
の
助
成

制
度
導
入
自
治
体
は
１
月
末
現
在
で

96
に
な
り
ま
す
。

　

63
市
町
村
の
助
成
内
容
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。【
本
人
】
▽

入
院
１
日
２
万
円
（
７
日
上
限
）
＝

62
市
町
村
▽
１
回
10
万
円
＝
１
町
▽

ド
ナ
ー
休
暇
も
対
象
＝
８
市
町
【
事

業
所
】
▽
1
人
１
万
円
（
７
日
上
限
）

＝
７
市
町
▽
1
人
5
万
円
＝
１
町

◆日本骨髄バンクの現状（2015年1月末現在）
	 12月	 1月	 現在数	 累計数　
ドナー登録者数	 2,107	 2,377	 449,866	 631,014
患者登録者数	 239	 257	 2,674	 43,984
移　植　例　数	 99	 103	 —	 17,844
■1月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 661人、献血併行型
集団登録会／ 1,677人、集団登録会／ 1人、その他／ 38人
■1月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10代　2,416人／ 20代　71,280人／ 30代　146,162人
40代　181,797人／ 50代　47,201人
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
平成24年7月より集計方法が変わりました。

きち子基金

埼
玉
県
の
全
市
町
村
が

ド
ナ
ー
助
成
制
度
導
入
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「認定NPO法人」である全国骨髄バンク推進連絡協議会への寄付金は、税制上の優遇措置により確定申告の際の寄付控除対象となります。詳細は事務局へお問い合わせください。

　
「
第
29
回
日
本
医
学
会
総
会

２
０
１
５
関
西
」
が
３
月
28
日
～
４

月
5
日
、
神
戸
国
際
会
議
場
（
神
戸

市
中
央
区
港
島
中
町
）
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
が
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
が
３
月
28
日
（
土
）

午
後
２
～
４
時
に
同
会
議
場
メ
ー
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

▽
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク
＝
「
ダ
イ
ジ

ナ
ト
コ
ロ
」
放
映
、
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン

ズ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

▽
絵
本「
春
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
す
」

朗
読
と
ト
ー
ク
＝
朗
読
や
作
者
・
松

田
の
ぶ
お
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

▽
患
者
さ
ん
・
ド
ナ
ー
登
場
＝「
感

謝
の
手
紙
」
紹
介
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
番

組
紹
介

　

▽
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
合
唱
＝
Ｏ

Ｓ
Ｍ
ゴ
ス
ペ
ル
バ
ン
ド

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
が
２
月

22
日
（
日
）、都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

視
覚
・
知
的
障
が
い
者
、
移
植
者
は

10
キ
ロ
コ
ー
ス
で
す
が
、
走
り
ぬ
い

た
お
２
人
か
ら
原
稿
が
届
き
ま
し
た
。

◇

　

埼
玉
の
会
の
み
ぃ
な
（
早
川
美
奈

子
）
＆
プ
ー
ち
ゃ
ん
（
プ
ル
ナ
ス
）

＠
黒
い
盲
導
犬
で
す
。
私
は
視
覚
障

害
者
の
部
、
宮
城
順
さ
ん
は
移
植
者

の
部
で
骨
髄
バ
ン
ク
の
啓
発
を
し
な

が
ら
10
キ
ロ
を
完
走
し
ま
し
た
。

登
録
で
き
る
の
か
と
聞
い
て
く
る
人
、

反
響
が
す
ご
く
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
同
時
に
こ
の
企
画
が
イ
オ
ン

モ
ー
ル
盛
岡
南
か
ら
全
国
に
広
が
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
城
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
推
進
協

会
・
小
野
喜
代
人
）

　

2
月
3
日
（
火
）、
快
晴
と
な
っ

た
こ
の
日
、
埼
玉
県
加
須
市
に
あ
る

不
動
ヶ
岡
不
動
尊
總
願
寺
で
の
豆
ま

き
に
行
き
ま
し
た
。
青
年
実
業
家
宮

本
興
業
の
宮
本
登
社
長
が
社
会
貢
献

を
し
て
い
る
人
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
厚
い
志
で
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
ご
招
待
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
し
て
い
る
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
人
が
十
数
人
、

最
初
に
御お

と
き斎

を
い
た
だ
き
、
そ
れ
か

ら
本
堂
へ
。
ご
住
職
を
は
じ
め
、
大

勢
の
僧
侶
の
方
に
よ
る
読
経
。
読
経

の
最
後
は
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
優

し
い
御
鈴
、
心
に
ど
ー
ん
と
迫
っ
て

く
る
よ
う
な
大
太
鼓
の
音
。

　

こ
れ
が
合
図
で
、
鬼
が
松
明
を

持
っ
て
境
内
を
駆
け
回
り
、
豆
を
ま

い
て
追
い
払
い
ま
す
。
こ
の
後
、
年

男
・
年
女
が
着
慣
れ
な
い
裃

か
み
し
もを
身
に

着
け
、「
福
は
内
」
と
言
い
な
が
ら

福
豆
や
福
銭
、
お
菓
子
、
タ
オ
ル
等

を
ま
き
ま
し
た
。
本
堂
を
ぐ
る
っ
と

囲
ん
で
数
万
人
も
の
人
々
が
来
ら
れ

壮
観
で
し
た
。
私
は
年
女
、
私
自
身

の
厄
も
払
い
、
ま
た
境
内
に
来
ら
れ

た
多
く
の
方
々
、
そ
し
て
全
国
の
患

者
さ
ん
に
福
が
来
ま
す
よ
う
に
心
よ

り
願
っ
て
豆
ま
き
を
終
え
ま
し
た
。

�

（
東
京
の
会
・
中
谷
光
子
）

　

中
野
区
立
中
野
中
学
校
（
矢
口
仁

校
長
）
の
２
年
生
が
毎
年
、
社
会
貢

献
活
動
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
２
月
3
日
（
火
）
に
３
人
の

男
子
生
徒
が
協
議
会
事
務
局
を
訪
れ

ま
し
た
。
骨
髄
バ
ン
ク
や
さ
い
帯
血
バ

ン
ク
、
さ
ら
に
全
国
協
議
会
の
活
動

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。
福
本
隼
也

さ
ん
＝
写
真
中
央
＝
か
ら
感
想
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

◇

　

今
回
、
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連

絡
協
議
会
に
調
査
活
動
に
う
か
が
い
、

す
ご
い
と
感
じ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
こ
の
団
体
が
善
意
と
信

頼
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
は
ド
ナ
ー
の
方
の
善

意
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ナ
ー
の
方
の

家
族
の
善
意
や
、
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
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恒
例
の
事
務
局
訪
問
で

「
善
意
と
信
頼
」感
じ
る

　
　
　
中
野
中
学
の
２
年
生
３
人

規
定
の
10
キ
ロ
を
完
走

早
川
さ
ん
と
宮
城
さ
ん

　
　
　
恒
例
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン

春
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
す

 

プ
ロ
の
ナ
レ
ー
タ
ー
で

 

全
国
初
の
読
み
聞
か
せ

宮城

若
手
実
業
家
の
ご
厚
志

 
患
者
さ
ん
に
福
を
呼
ぶ

 

總
願
時
の
豆
ま
き
参
加

埼玉

1月21日〜2月20日（敬称略） 
株式会社ストレートシックス
	 現金� 69,000円
移植者フットボールクラブ11月大会
	 現金� 43,000円
塩谷 泰人	 現金� 1,000円
村上 忠雄	 現金� 5,000円
藤波 敬子	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 5,000円
●白血病患者支援基金
イオン九州株式会社　イオン都城店
	 現金� 5,397円
株式会社クスリのアオキ	 現金�1,100,415円
ビッグドラゴン	 現金� 9,870円
コスモ石油労働組合	 現金� 6,000円
中山 雅雄	 現金� 1,500円
●佐藤きち子患者支援基金
公益財団法人　大原記念倉敷中央医療機構
	 現金� 7,081円
匿名	 現金� 5,000円
匿名	 現金� 2,000円
●志村大輔患者支援基金
ひつじ基金	 現金� 10,000円

【おわび】第272号の本欄で「イオン九州株
式会社　イオン都城店」様の寄付金額が掲載
漏れでした。おわび申し上げますとともに今
号に改めて掲載させていただきました。

心からのご寄付に 
感謝申し上げます 

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
が
２
月
22
日
（
日
）、
横
浜
の

神
奈
川
県
総
合
医
療
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
潟
、
東
京
、
埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
の
加
盟
団
体
の
皆
さ

ん
と
全
国
協
議
会
の
理
事
・
事
務
局

を
合
わ
せ
て
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
開
催
が
迫
っ
て
い
る
全
国

協
議
会
25
周
年
事
業
に
つ
い
て
、
事

務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
日
本
縦
断

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
お
よ
び
そ
の
実
況
中

継
を
す
る
ブ
ロ
グ
に
関
し
て
、
ま
た

医
療
講
演
会
・
相
談
会
や
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
な

ど
に
関
し
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
・

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

休
憩
を
入
れ
て
、
各
地
の
加
盟
団
体

の
活
動
報
告
が
発
表
さ
れ
て
、
こ
ち

ら
で
も
熱
心
な
意
見
交
換
・
討
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
は
２

月
11
日
（
祝
）、
岡
山
市
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

の
説
明
員
の
研
修
会
が
あ
り
、
中
四

国
地
区
か
ら
研
修
に
参
加
さ
れ
た
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
研
修
会
後
、
帰
り

の
電
車
の
時
間
の
関
係
で
参
加
が
難

し
い
方
は
個
別
に
、
時
間
の
あ
る
方

は
場
所
を
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
移

動
し
て
変
則
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
参
加
人
数
は
６
団
体
19
人
。

主
な
内
容
は
全
国
協
議
会
25
周
年
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る

日
本
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
趣
旨
説
明

と
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
要

請
で
す
。
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
全
国

協
議
会
に
加
盟
し
て
い
な
い
団
体
も

多
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く

の
参
加
者
か
ら
活
発
な
質
問
が
飛
び

交
い
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
誰
も

歌
を
歌
わ
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
飲
ま

ず
に
１
時
間
半
の
濃
密
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
全
員
に
日
本
縦
断
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
ご

協
力
が
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
だ
細
か
な
調
整

が
必
要
で
す
が
、
25
周
年
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
は
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
明
け
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ド
ナ
ー
、
患
者
さ
ん
の
夢
と
希
望
を

乗
せ
て
中
・
四
国
路
を
駆
け
抜
け
ま

す
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
は
2
月

21
日
（
土
）、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
近

畿
地
区
説
明
員
研
修
後
、
日
赤
大
阪

の
会
議
室
を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
加
盟
団
体
・
未
加
盟
団
体
か

ら
15
人
が
参
加
、
協
議
会
か
ら
山
下

監
事
・
森
脇
・
山
村
理
事
が
出
席
。

　

各
地
か
ら
活
動
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
、
全
国
協
議
会
の
25
周
年
事
業

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

関
心
は
日
本
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、

前
回
と
比
較
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

大
阪
地
区
（
関
西
協
会
）
か
ら
、
と

て
も
有
意
義
な
ご
提
案
が
あ
り
、
是

非
と
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
お
楽
し
み
に
。

　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

は
2
月
21
日
（
土
）、
三
重
県
津
市

の
み
え
市
民
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

協
議
会
加
盟
団
体
の
み
な
ら
ず
、
未

加
盟
団
体
や
行
政
に
も
参
加
を
働
き

か
け
た
結
果
、
富
山
県
庁
、
鈴
鹿
保

健
所
、
日
本
赤
十
字
社
の
職
員
、
愛

知
の
会
、
岐
阜
の
会
、
三
重
の
勇
気

の
会
、
静
岡
骨
髄
バ
ン
ク
を
推
進
す

る
会
か
ら
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
造
血
幹
細
胞
移
植
推
進
法

施
行
後
の
登
録
状
況
に
つ
い
て
、
東

海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
事

業
部
登
録
管
理
課
長
さ
ん
か
ら
報
告

を
い
た
だ
き
、
続
い
て
全
国
協
議
会

の
活
動
状
況
と
25
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
、
特
に
５
月
31

日
の
記
念
大
会
へ
の
参
加
と
ド
ナ
ー

が
つ
な
ぐ
骨
髄
バ
ン
ク
・
日
本
縦
断

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
つ
い
て
協
力
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
つ
い

て
は
、
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

全
国
協
議
会
の
加
盟
、
未
加
盟
を
問

わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
つ
な
い
で
い
た
だ
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
の
活
動
報
告
と
意
見
交
換
会

は
活
発
に
行
わ
れ
、
富
山
県
の
職
員

さ
ん
か
ら
は
今
後
、
何
と
か
し
て
ゆ

か
ね
ば
と
い
う
思
い
を
お
聞
き
す
る

な
ど
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
４
回
骨
髄
バ
ン
ク
い
の
ち
の
輝

き
展
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡
南
で
２

月
７
日
（
土
）
～
２
月
15
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
絵
本

「
春
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
す
」の
全
ペ
ー

ジ
を
石
巻
に
次
い
で
２
回
目
と
な
る

展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
（
日
）
に
は
関
連
イ
ベ

ン
ト
し
て「
春
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
す
」

全
ペ
ー
ジ
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
、
プ
ロ
の
ナ
レ
ー
タ
ー
の
露
木
優

子
さ
ん
が
朗
読
、
作
者
の
松
田
の
ぶ

お
さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
を
担
当
。
全
国

で
初
め
て
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま

し
た
。
最
後
ま
で
熱
心
に
見
て
く
れ

た
子
ど
も
さ
ん
や
足
を
止
め
て
聞
い

て
く
れ
た
人
々
、
多
く
の
皆
さ
ん
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
贅
沢
な
企
画
に
参
加
し
て
く

れ
た
露
木
さ
ん
は
さ
す
が
で
し
た
。

終
わ
っ
た
後
、
あ
る
若
い
ご
夫
婦
が

登
録
を
し
た
い
と
申
し
出
て
く
れ
た

り
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
資
料
を
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
た

人
、
盛
岡
で
は
ど
こ
で
骨
髄
バ
ン
ク

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

関
東
・
甲
信
越

近
畿

中
・
四
国

東
海
・
北
陸

推
進
連
絡
協
議
会
へ
の
信
頼
が
あ
り
、

活
動
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
が

抱
え
る
大
き
な
課
題
に
対
し
て
の
対

策
で
す
。
ド
ナ
ー
と
患
者
が
い
る
こ

と
に
よ
り
成
り
立
つ
骨
髄
バ
ン
ク
で

す
が
、
実
際
に
は
患
者
さ
ん
の
う
ち

６
割
弱
の
方
に
し
か
移
植
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
方
を
助
け
よ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き

な
課
題
に
対
し
て
の
対
策
を
考
え
、

困
難
を
乗
り
越
え
て
活
動
を
継
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
調
査
を
通
し
て
わ

か
り
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
感
じ
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
か
け
が
え
の
な

い
命
を
一
人
で
も
多
く
救
い
た
い
と

い
う
思
い
が
、
活
動
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。私
も
将
来
、誰
か
の
力
に
な
っ

た
り
、
支
え
た
り
、
時
に
は
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
社
会
の
一
員
と
し
て
生

き
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
ナ
ー
ス
姿
、
伴
走
者
は
医
者

に
扮
し
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
た
す
き
を

か
け
て
走
り
ま
し
た
。沿
道
か
ら「
骨

髄
バ
ン
ク
が
ん
ば
れ
ー
」
の
声
援
を

受
け
ま
し
た
。
骨
髄
バ
ン
ク
の
た
す

き
を
か
け
て
走
っ
て
い
る
方
が
、
ほ

か
に
も
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ

う
で
す
。

◇

　

東
京
の
会
の
宮
城
順
で
す
。
９
歳

で
骨
髄
移
植
を
し
て
今
年
で
四
半
世

紀
、
私
は
元
気
に
生
き
て
い
ま
す
！

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
今

年
は
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
コ
ス
プ
レ
を

し
な
が
ら
東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
駆
け
抜

け
て
き
ま
し
た
。

　

実
は
昨
年
、
肺
に
晩
期
合
併
症
が

み
つ
か
り
拘
束
性
喚
起
障
害
（
十
分

な
呼
気
が
行
え
な
く
な
る
障
害
）
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
に
過

酷
な
治
療
を
受
け
た
影
響
で
、
大
人

に
な
る
に
つ
れ
て
様
々
な
影
響
が
出

て
く
る
そ
う
で
す
。
私
は
幸
運
に
も

白
血
病
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
病
気
が
治
る
こ
と

で
白
血
病
と
の
闘
い
が
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
後
、
社
会
に
適
応
で

き
る
ま
で
が
本
当
に
大
変
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
今
日
た
く
さ
ん
の

声
援
を
浴
び
な
が
ら
、
誰
よ
り
も
笑

顔
で
東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。
病
気
を
し
な
か
っ
た
人
生

だ
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
今
日
と
同
じ

日
は
味
わ
え
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
で
こ
ん
な
に
元
気
に
な
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
、
１
人

で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

病
気
を
克
服
し
た
患
者
が
適
応
し
や

す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
訴
え
か
け
な
が
ら

全
国
を
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
戸
で
骨
髄
バ
ン
ク
イ
ベ
ン
ト

 

ご
当
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絵
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朗
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ト
ー
ク
も


